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会 議 録 

 

 

 

会 議 名 令和５年度 第２回 東松山市史編さん委員会 

開 催 日 時 令和５年７月３１日（月） 

開 会 ９時３０分 

閉 会 １２時３０分 

開 催 場 所 東松山市総合会館３階 ３０３会議室 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

４ 委員長選出・職務代理者指名 

５ 議事 

  「東松山市の歴史続巻（仮称）」の初稿ゲラについて 

「東松山市の歴史続巻（仮称）」の資料編構成について 

「東松山市の歴史続巻（仮称）」の口絵について 

６ その他 

７ 閉会 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数 ０人 

非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

委員出欠状況 

委員長 新納 豊 出 委 員 壁谷 ヒサ子 出 

職務代理者 関根 廣紀 出 委 員 石井 正樹 出 

委 員 小澤 謙一 出 委 員 大室 貞夫 出 

委 員 栗原 直子 出 委 員 近江 美和 出 

委 員 荻野 肇 出 委 員 鷺澤 秀夫 出 

事 務 局 

教 育 長 吉澤 勲 市史編さん室長  町田 明世 

生涯学習部長  柳沢 知孝 市史編さん室  中島 達也 

生涯学習課長 上 敏文  

委託業務受注者 株式会社ぎょうせい関東支社 担当３名 

様式第３号（第８条関係） 
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次   第 顛               末 

１ 開  会 町田室長 

２  委嘱状交付 吉澤教育長から各委員に委嘱状交付 

３ あいさつ 吉澤教育長 

４ 委員長選出 

・職務代理

者指名 

〇小澤委員 

委員長は、引き続き新納委員がよいのではないか。 

（異議なしの声あり） 

新納委員長、職務代理者として関根委員を指名。 

（異議なしの声あり） 

委員長に新納委員、職務代理者に関根委員が選出される。 

５ 議  題 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「東松山市

の歴史続巻（仮

称）」初稿ゲラに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田室長より会議の公開について説明後、東松山市史編さん委員会

条例第６条により、新納委員長が議長になる。 

○新納議長 

 委員に諮り、会議は公開とし、議事録署名人に関根委員と鷺澤委

員を指名。 

事務局に傍聴希望の有無について確認。 

○町田室長  

傍聴希望者はいないことを報告。 

 
〇新納議長 

「東松山市の歴史続巻（仮称）」初稿ゲラについて株式会社ぎょう

せい関東支社に説明を求める。 
 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 
 「東松山市の歴史続巻（仮称）」初稿ゲラについて説明。 

 

〇新納議長 

 執筆要領を最新版に更新したほうがよい。 

 
〇株式会社ぎょうせい関東支社 
 修正する。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新納議長 

 序章について意見を求める。 

 

〇荻野委員 

 序章 P7 小見出し「相次ぐ発見で解明が進む古墳時代」において、

若宮八幡古墳のことは触れないのはなぜか。 

 

〇町田室長 

 文化財の担当に確認する。 

 

〇新納議長 

 次に、第１章について意見を求める。 

 

〇新納議長 

 第１章P7の写真の説明において参考文献のページまで記載してい

るが不要でないか。 

 

〇小澤委員 

 出典元のページまでは不要である。 

 

〇荻野委員 

 第１章P8にも写真の説明に参考文献のページまで記載してあるの

で修正してほしい。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 全体を通して修正する。 

 

〇新納議長 

第１章 P11 にウオークセミナーとあるがオは小文字で良いのでは

ないか。 

 

 



4 
 

次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

イベント名などについてはウォーキングのオが大文字の場合はそ

のまま記載し、それ以外についてはオを小文字するので良いのでは

ないか。 

 

〇新納議長 

初出の時に注記など付けて、ウォーキングのオが大文字であるこ

とが間違えではないということ示す必要がある。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

表現方法は検討する。 

 

〇新納議長 

第 1 章 P24 に図 1 をキャプションの大きさまで拡大したほうがよ

い。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 修正する。 

 

〇新納議長 

第１章 P39 の表について、全体を通して言えることだが、資料編

に載っている数値を本文で使っている場合は資料編での該当箇所を

記載したほうが読者は活用しやすいのではないか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 修正する。 

 

〇新納議長 

 第１章小見出し「ヂーゼル機器と自動車機器の躍進」において、

自動車機器とヂーゼル機器の 2 社が同時に存在していたように読め

るがいかがか。ボッシュになるまで変遷の説明があるとよいのでは

ないか。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇鷺澤委員 

 ボッシュになるまでに自動車機器がボッシュブレーキシステムに

なったり、ヂーゼル機器がゼクセルになったりと複雑であるため１

ページくらい使う可能性がある。 

 

〇小澤委員 

 細かい説明でなく大まかな変遷の説明があればよい。 

 

〇関根委員 

 第１章P114に自動車機器の社員が交通安全活動をしていたという

記述の後に、改めて自動車機器の説明があるからわかりづらいので

はないか。 

 

〇新納議長 

 第１章 P113 に注記を付けて変遷を説明すればよい。 

 

〇町田室長 

 説明については検討する。 

 

〇荻野委員 

 第１章P116の東松山工業団地にヂーゼル機器が自動車機器より先

に進出したのではないか。 

 

〇鷺澤委員 

 ヂーゼル機器は東松山工業団地には進出していないのでこのまま

でよい。 

 

〇関根委員 

 第 1 章 P67 のコラムを小見出し「世界大会・全国大会で活躍する

スポーツ部」の後に移動させたらどうか。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 修正する。 

 

〇栗原委員 

 全体を通して地名の大字を消すということでよいか。 

 

〇関根委員 

 以前の委員会で地名に大字は付けないと決まった。 

 

〇小澤委員 

大字松山以外は大字を付けない。 

 

〇栗原委員 

 第 1 章 P42 に大字石橋字小林下とあるが大字を消すとして、小字

についてはどうするか。 

 

〇大室委員 

石橋だけでよい。 

 

〇町田室長 

地名については、大字と小字は付けないとしたい。 

 

〇栗原委員 

 第 1 章 P48 小見出し「高等学校と大学教育」について、武蔵丘短

期大学と山村学園短期大学の記述はないのか。 

 

〇町田室長 

 第 1 章の昭和 50 年から 63 年までの間に武蔵丘短期大学と山村学

園短期大学のキャンパスがあったか確認する。 

 

〇栗原委員 

第 1 章 P62 小見出し「市史編さん事業」において、当時の基本方
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

針などが記述されているが、今回の市史編さんの基本方針などは載

せる予定はあるのか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 検討する。 

 

〇栗原委員 

 第 1 章 P118 の 11 行目から当時の銀行、信用金庫が記述されてい 

るが武蔵野銀行はなくてよいか。 

 

〇新納議長 

 確認して追記すべきである。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 追記する。 

 

〇栗原委員 

 第 1 章 P82 からの土地区画整理事業の記述について、簡易的な図

などがあったほうが読みやすい。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 資料編で各土地区画整理事業の概要をまとめたものを記載する予 

定となっている。 

 

〇大室委員 

 資料編に載せるということは事業ごとに資料編該当ページ参照の

ようなことも本文に記載されるといことでよいか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 記載する。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇荻野委員 

 第 1章 P2 で花と歩けのまちづくりとあるが歩けと花のまちづくり

したらどうか。 

 

〇町田室長 

 検討する。 

 

〇荻野委員 

 第 1 章 P29 の選挙の記述について、全章を通してこの選挙だけ得

票数が記載されているのはなぜか。 

 

〇新納議長 

 特筆すべき選挙であれば得票数まで記載してもよい。事務局で確

認してほしい。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 資料編に選挙のことも記載するのでそこで得票数を記載したらど

うか。 

 

〇新納議長 

 本文の得票数を削除し資料編に載せるのでいかがか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 資料編に選挙の得票数を記載する。 

 

〇新納議長 

 続いて第 2 章以降について委員の意見を求めたいが、時間的余裕がな

くなってきたので委員各位の問題点の指摘は次回まで保留していただ

き、ゲラ刷り原稿に指摘されているポイントを中心に議長の方で進めさ

せていただきたい。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新納議長 

 第 2 章 P54 の⑤都市的魅力ゾーンに括弧書きで生活賑わいのゾー 

ンと歴史とゆとりのゾーンを追加してはどうか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 
 括弧書きで表現してよいか確認する必要がある。 

 

〇町田室長 

 確認する。 

 

〇新納議長 

 第 2 章 P70 に記述しているフロア・マネージャーは現在も継続し 

ているのか。 

 

〇町田室長 

 継続している。 

 

〇新納議長 

 継続しているなら追記してほしい。全体を通して本文で記述した 

「継続事業」については、いつ「完了」したのか、あるいは現在も「継

続中」なのかなど、対象期間外であってもその後の推移についても記述

したほうがよい。 

 

〇新納議長 

 第 2 章 P172 のコラム「日本スリーデーマーチ、子どもたちの国際 

交流」の全文が引用であるので最終行の括弧書きの中に句点を入れ 

る必要がある。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 全文が括弧書きで独立しているなら必要ない。 
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次   第 顛               末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新納議長 

 全文が括弧書きで独立していても句点は必要である。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 

 確認する。 

 

〇新納議長 

 次に、第 3 章について意見を求める。 

 

〇新納議長 

 第 3 章 P108 に「みんなきらめけ‼ハッピー体操」の後に括弧書 

きで「後述」を記載したらどうか。 

 

〇荻野委員 

 第 3 章 P50 第 2 節「充実する都市基盤」において、小見出し「東 

松山駅東口駅前広場と東松山市ステーションビルの整備」を節の最 

初に移動させたらどうか。 

 

〇町田室長 

 検討する。 

 

〇新納議長 

 次に、終章について意見を求める。 

 

〇新納議長  

本「続巻」の対象時期外となってしまうが、時代の大きな転換にもな

ると思うので、簡単にではあっても終章で新型コロナウイルスの説明

が必要ではないか。 

 

〇町田室長 

 追記する。 

 



11 
 

次   第 顛               末 

（２）「東松山市

の歴史続巻（仮

称）」資料編構成

について 

 

 

 

 

 

 

（３）「東松山市

の歴史続巻（仮

称）」口絵につい

て 

 

 

 

〇新納議長 

（２）「東松山市の歴史続巻（仮称）」資料編構成について株式会

社ぎょうせい関東支社に説明を求める。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 
 「東松山市の歴史続巻（仮称）」資料編構成について説明。 
 

〇新納議長 

資料編については現状の項目で進めていくこととしたい。 

 

〇新納議長 

（３）「東松山市の歴史続巻（仮称）」口絵について株式会社ぎょ

うせい関東支社に説明を求める。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 
 「東松山市の歴史続巻（仮称）」口絵について説明。 

 

〇小澤委員 

市の木と花については載せないのか。 

 

〇株式会社ぎょうせい関東支社 
資料編で載せる予定である。 

 

〇町田室長 

口絵の春の部分で夢灯路と写真の説明をしているが、夢灯路はも

う実施していないため上沼公園のライトアップに説明を変更したほ

うがよいか。 

 

〇大室委員 

夢灯路より上沼公園のほうがよい。 
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次   第 顛               末 

〇新納議長 
 上沼公園でよいのではないか。 

 

〇町田室長 

 上沼公園で修正する。 

 

〇新納議長 

 進行を事務局へ戻す。 

６ その他 

 

〇事務局 

 第３回市史編さん委員会の日程について  

７ 閉 会 町田室長 

 上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

 令和５年８月１８日      署名委員  関根 廣紀     

 

               署名委員  鷺澤 秀夫     

 


